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　さて，超越論的観念論［シェリングへの，およびIdeen　zu　einer
Philosoρhie　der　Natur7への言及］は，自分がまさに頂点に置かれている
ものと信じています。そして，私には気に入らない一つのことがあり
ますが，それは他の表象の諸様態と論争になるという点ですが，しか
し，適切に言って，いかなる表象の様態とも闘うことができないから
です。それ［観念論］はある人々をして，有機的な諸自然の外的な最終
性［finalidade；finality］を考えることを止めさせようと欲し，他方，
日々の諸経験はこの教義を提示し，そして一つの幻想的な説明をもっ
て，最も難しい諸現象を清浄にするように見えます。貴方のご存じの
ように，私は有機的な諸自然の内的な最終性に傾倒していますが，し
かしわれわれが否定することができないのは，一つの外的な決定およ
び外的なものへの一つの灘康で，それらを通じてわれわれは一それ
の多寡は問わず一上述の表象の様態に近づくのであり，それはあた
かもそれを話すことの様態として欠くことができないかのようなの
です。同様にして，観念論者は欲するだけるのぞノZβ常を尊重する，
と言うことは，常にβ分の外κある事勿［coisa　for　a　dele；th　ing　outside
of　him］に一それについて説明が与えられる前に一ぶち当たらな
ければならないかのようです（…）常に私にはそう見えるのですが，
もし外部から出てくる一つの傾向が決して精神に到達できないとす
れば，内部から出てくるもの［傾向］は諸身体に達するのは困難を伴
うものでなければならず，また，それゆえに，自然な哲学的状態［estado
filos6fico　natural；natural　ph重losophical　state］　（Schellings　Ideen，　P．　XVI）
に留まる一その分割されない［indivisa；undivided；ungetrennt］存在を
可能最善に利用しつつ，終には諸哲学者がある日に，彼らがある日に
分割したものが新たに再合一される様態について合意に至るまで
一のがより好ましいのです8。
7［訳注］1797．｛Einleitung　zu　den｝Ideen　zu　einer　Phiiosophie　der　Natur／　「自然哲学の
　　　　理念｛への序論一引用者追加｝」（第2版で付された「序論への付論」1803
　　　　年の訳も含む）／『シェリング初期著作集』所収、pp．203－276、日清堂書
　　　　店、1977年、小西邦雄訳［http：〃taki．cool．ne．jp／di／3pfSchelling／Uebersetzung．
　　　　html；091003］
8［訳注］”Der　Transzend＜ent＞elle　Idealist　glaubt　nun　freilich　ganz　oben　zu　stehen；eins
　　　will　mir　aber　nicht　an　ihm　gefallen　daB　er　mit　den　andern　Vorstellungsarten　streitet，
　　　denn　man　kann　eigentlich　mit　keiner　Vorstellungsart　streiten．　Wer　witl　gewissen
　　　Menschen　die　ZweckmaBigkeit　der　organischen　Naturen　nach　auBen　ausreden，　da
　　　die　Erfahrungen　selbst　ttiglich　diese　Lehre　auszusprechen　scheinen　und　man　mit
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これらの諸言葉［単語］において強調されるのは そしてここから自然哲
学の状態という賛辞が出てくる一表象の諸様態の理論の確証で，それは
限界において常に無為（ociosa；idle）のものであり（と言うのはただ一つの
視点から考えること，一方向的に考えることの制限に起源を持つものだか
ら），その理論は一定の諸視点の間の対立の独創性の確信に立脚しており
einer　sclleinbaren　Erkltirung　der　schwersten　Phanomene　so　leicht　wegkommしSie
wissen　wie　sehr　ich　am　Begriff　der　ZweckmaBigkeit　der　organischen　Naturen　nach
innen　hange　und　doch　laBt　sich　ja　eine　BestiTnmung　von　auBen　und　ein　Verhb’ltnis
nach　auBen　nicht　leugnen，　wodurch　man　mehr　oder　wenigcr　sich　jener
Vbrstellungsart　wieder　nahert，　so　wie　man　sie　im　Vortrag　als　Redensart　nicht
entbehren　kann．　Eben　so　mag　sich　der　Idealist　gegen　die　Dinge　an　sich　wehren　wie
er　wi11，　er　st6Bt　doch　ehe　er　sichs　versieht　an　die　Dinge　aufier　ihm（＿）Mir　will
immer　dUnken　daB　wenn　die　eine　Partei　von　auBen　hinein　den　Geist　niemals
erreichen　kann，　die　andere　von　innen　heraus　wohl　schwerlich　zu　deri　K6rpern
gelangen　wird　und　daB　man　also　immer　wohltut　in　den　philosophischen
Naturstande（Schallings　Ideen　pag　XVI，）zu　bleiben　und　von　seiner　ungetrennten
Existenz　den　besten　m6glichen　Gebrauch　zu　machen，　bis　die　Philosophen　einmal
Ubereinkommen　wie　das　was　sie　nun　einmal　getrennt　haben　wieder　zu　vereinigen
sein　m6chte．“［”Johann　Wolfgang　Goethe　mit　Schiller“，　Johann　Molfgang　Goethe
Sdimtliche馳rんε．　DeutSche　Klassikeer　Verlag，　Bd．4（31），　SS．476－71；「さて，超越
論的観念論者は全く上部に居るものと信じています。しかし私には一一つ彼
について気に入らないことがあって，それは彼が他の表象諸様式と争うと
いうのですが，本来，いかなる表象様式とも争うことはできないものなの
ですから。誰が，一定の人間たちに有機的自然の外に向けての合目的性を
思い留まらせようとするでしょう　　と言うのは，経験自体は日々この教義
を提示するように見え，人は一つの見せかけの解明をもって最も難しい現
象の一つの解明を乗り切るのです。貴方がご存じのように，私は有機的自
然の内向きの合目的性の概念に強く傾倒していますが，しかし一つの外か
らの一っの決定と外へ向けての一つの関係を否定することはないのです
一それを通じて人は多かれ少なかれあの表象様式に近づくのであり，また
人は朗読において語ることの様式として欠くことができないのです。同じ
く観念論者は物自体たちに対して望むだけ自分を守ることができるのです
が，しかし彼は用意を整える前に彼の外の諸事物に衝突し，…常に私の思
うに，一方の党派が外から中へと決して精神に到達できないとすれば，他
方は，内部から外へと諸身体に到達するのは優に困難であるので，人はそ
　　　　　　　　　　　　　　　　ママれゆえ常に哲学的な自然的諸状態（Sch　a　llings　Ideen　pag　XVI．）に留まり，その
切り離されない実存を可能最大限に利用し，哲学者たちが一致して，彼ら
がかつて切り離したものが再び結合された状態になるようにして常に善を
行うのです。」（拙訳）
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　　「適切に言って，いかなる表象の様態とも闘うことができない」9－，
しかしなお，表象のある諸様態があって他の諸様態より適切だということ
もあり，それは例えば内的な最終性の場合であり，これは彼が，最初はス
ピノザを通じて，次いでカントを仲介として，有機的諸自然を把握する最
も真正な様態だと評価したものだ。ただ，一っの自然な哲学的状態から生
じるそのようなそれ以外の諸解釈一それらは方法的に分析的活動を行使
せず一無しに分離する批判的な技芸が消滅すべきでないとすれば，それ
らは語ることの様態［modo　de　falar；mode　of　speaking］として考えられるべ
きだ（ここにもまた，観念論者が卑下する，一つのわれわれのぞとにある
事物も含まれる）。語ることの様態は一つの自然な哲学の状態の一部をな
すものであり，そこでは自己一戒告の一つの形態にイロニーと正義の追求
9［原書注番号336］　《Vortrage　Uber　die　drei　ersten　Kapitel　des　Entwurfs　einer
　allgemeinen　Einleitung　in　die　vergleichende　Anatomie，　ausgehend　von　der
　Osteologie［「比較解剖学の一つの全般的な序論の草稿の最初の三章についての
　諸講義　　骨学から出発して」］》において，ゲーテは十分に浄イζされた，微妙
　な表象の諸様態を適用する必要を指し示す。それはっまり，部分的な諸様態で，
　　しかも部分的であることを無視せず，一つの原初的な経験論に執着する（いか
　なる反省的な運動も無しに），あるいは無批判的に最終的な諸原因に同調し，か
　　くしてますます接近しようと欲する当の概念から自分を遠ざけるのだ（LAI，9，
　pp．196－7）＊。
　　＊［訳注］》Man　wendete　auch　hier，　wie　in　andem　Wissenschaften，　nicht　genug
　　　gel註uterte　Vorstellungsarten　an．　Nahm　die　Eine　Partei　die　Gegensttinde　ganz
　　　gemein　und　hielt　sich　ohne　Nachdenken　an　den　bloBen　Augenschein；so　eilte　die
　　　Andere　sich　durch　Annahme　von　Endursachen　aus　der　Verlegenheit　zu　helfen；und
　　　wenn　man　aufjene　Weise　niemals　zum　Begriff　elnes　lebendigen　Wesens　gelangen
　　　konnte，　so　entfernte　man　sich　auf　diesem　Wege　von　eben　dem　Begriffe，　dem　man
　　　sich　zu　nahern　glaubte．《；［「人はここでもまた，他の学問におけると同じ
　　　く，十分に浄化されていない諸観念を適用した。一方の党派は諸対象を全
　　　く普通にとり，熟考することなく全くの外観に依拠した。他の人は，狼狽
　　　して最終的な諸原因の受容に急いで助けを求めた。そうして人が前者の方
　　　法で一つの生きた存在の概念に到達することが決してなかったとすれば，
　　　後者の方法では，自分が接近しっっあると信じた概念自体から遠ざかって
　　　いたのだ。」（拙訳）］
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とが交じるのだが，それは総ての人間的な視点が含意する擬人化
［antropomorfismo；anthropomorphism］の許容に関するもので，その同じ視点
の到達範囲についての予備を提示し，あるいはよりうまく言えば，その最
も原始的な形態における，しかしまた超克するのが最も困難な形態におけ
る，一っの視点が問題になっていることが強調されるのだが，それはそこ
で自然の諸研究が生まれる真正の素材である　　　「私の自然の諸研究は純
粋な基礎［reine　Basis］の上に置かれている」（M．　u．R．278，［HA　12，］p．403）lo。
語ることの様態，諸人間がいかに見るかの様態は，一っの視点一最も適
切な視点であれ　　に排他的に固定化されるiとを避けるという目的にと
って，貴重な教育に転換されることができる。
　　　　もしも形成［教養］が一本の道（出ロ無しの）［Weg（血Holz）］をもって始
　　　めることができるとしても，しかしそれをもって完結はしない。一方向的な
　　　形成は形成ではない。明らかなことですが，一つの点をもって始められなけ
　　　ればならないが，いろいろな方面を辿らなければならない。自分の形成を数
　　　学的，哲学的，ないし芸術的な方面で歩んだかということは無関心であり，
　　　大切なことはその形成を得たということです。しかしそれは単にこれらの諸
　　　学問だけに存するものではありません。諸学問はその一つ一つがそれ自体で
　　　は，謂わば，唯一，諸感覚一それらをもってわれわれは諸対象に対面する
　　　一です。哲学，ないし諸学問の学問，は共通感覚（sensus　communis）です。
　　　しかし，もしも誰かが視角を聴覚によって，聴覚を視角によって補い，代替
　　　し，諸音を聴く代わりに諸音を見ることに専念したいと欲したとすれば滑稽
　　　であろうと同じく，数学によって諸他の学問を補償し，また諸他の学問につ
　　　いてもそういうことが起こったとすればやはり滑稽なことでしょう（…）
　　　（ゲーテのリーマーとの対話，1807年7月24日，AA　22，　p，597ii）
lo m訳注］”So　ruhen　meine　Naturstudien　aufder　reinen　Basis　des　Erlebten“；「だから私の
　　　自然諸研究は経験されたものの純粋な基礎の上に憩っている」（拙訳）。
11 m訳注］下線引用者一》Die　Bildung　wird　zwar　von　einem　Wege（ins　Holz）
　　　angefangen，　aber　auf　ihm　nicht　voHendet．　Einseitige　Bildung　ist　keine　Bildung．
　　　Man　muB　zwar　von　einem　Punkte　aus－，　aber　nach　mehreren　Seiten　hingehen．　Es
　　　mag　gleichviel　sein，　ob　man　seine　Bildung　von　der　mathematischen　oder
　　　ph麺旦oder　kUstlerischen　Seite　her　hat，　wenn　man　sie　nur　hat；sie　kann
　　　aber　in　diese皿Wissenschaften　allein　nicht　bestehen．　Die　Wissenschaften　einzeln
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［463］有限において［no　finito；in　the　finite］あらゆる方面へ向けて歩
むことは，われわれが手順を知ること，一つの任務であり，それは無限に
おいて［no　infinito；in　the　infinite］見出され，あらゆる方面から見ることがで
きることを切望する者に相応しい。厳格に言って，形成における一方向性
は形成の過程それ自体の否定であり，あの多様な〈歩むこと〉を，あの無
限の予感を不可能にするものであるが，それはこのテクストでは限界にお・
いて哲学と同定されているかに見えるものである一諸感覚［sentidos；
senses］とsensus　com〃lunis［共通感覚］の開明的な諸タームによる個別諸学
問との比較から出発して一もしも分離された各々の学問が諸感覚の一つ
に似ており，そしてもし哲学がsensus・com〃lunisだとしたら，哲学は統一性
の条件であり，共通のもの［ocomum；the　common］を実現する一つの能力の
約束であり，一つの未来のデザインである。そのうえ，偶然ではないのが，
sind　gleichsam　nur　die　Sinne，　mit　denen　wir　den　Gegenst註nden　Face　machen；die
Philosophie　oder　die　Wissenschaft　der　Wissenschaften　ist　der　sensus　communis．
Aber　so　wie　es　lacherlich　ware，　wenn　einer　das　Sehen　durch　das　H6ren，　das　H6ren
durch　das　Sehen　kompensieren　und　ersetzen　wollte，　sich　bemUhte，　die　T6ne　zu
sehen　statt　zu　h6ren：so　ist　es　lticherlich，　durch　Mathematik　die　Ubrigen
Erkenntnisarten　zu　kompensieren　und　v’ice　versa，　so　in　allen　Ubrigen（＿）《；「形
成は確かに一本の道（森に通じる）をもって始まるだろうが，そこで終わ
ることはない。一面的な形成は何ら形成ではない。人は1つの点から出発
しなければならないが，しかし多くの方面に向かって行く。人がその形成
を数学的，ないし文献学的，ないし芸術的方面から行っても同じことだろ
う一形成がなされさえすれば。だがそれはこれらの諸学問においてのみ存
するものではない。諸学問は個別的には謂わば単に諸感覚　　それらをもっ
てわれわれは諸対象に対面する　　に過ぎません。哲学ないし諸学問の学問
はsensus　communisです。しかし，もしある人が視覚を聴覚によって，聴
覚を視覚によって補償し代替することを欲し，諸音を聴く代わりに見よう
と努めたりしたとすれば滑稽でしょうが，それと同じく数学をもって諸他
の認識諸様式を補償し，また諸他の学問においても逆は逆だとすれば滑稽
でしょう。」（拙訳；下線引用者）　出所は　p．467の誤記。また，引用中の
。in　Holz“は。ins　Ho】z“の誤記。「哲学的（filos6fico）」は「文献学的
（philologischen）」の誤記。
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一方向性の諸険が数学を好みの例としてとって提示されているが，それは
あらゆる学問の中におけるその卓越した位置一形式的構築んα’歓oc加ガ2
としての一が与えられているからだ。カッシーラーが証示したように，
ゲーテは数学によって決定される自然の認識の信用を否定する意図は持っ
ていなかったように，確かなことだが，やはりカッシーラーが確証してい
るように，明らかに抽象的で機械論的，数量化的，一方向的で満足した形
而上学には反対していたのであり，それは数学それ自体を解釈する一つの
様式を伝えていたのである13。しかしながら，自然の数量化の増大する傾
向は全体化的［totalizante；totalizing］で支配的［soberano；sovereign］になり，
自然の，および世界のヴィジョンに諸影響を与え，深刻な歴史的諸危機を
生み出している。問題になっているのは，縮減と分離との権能の輪郭の掴
めない［incontornaveis；incotourable］諸結果である一一これはワルター・シュ
トロルツの言葉だが，彼はエールリッヒ・ヘラー［Erlich　Heller］14，ゴソト
フリート・ベン［Gottfried　Benn］15，ガダマー［H．－G　Gadamer］16，レオ・クロ
イツァー［Leo　Kreutzer］17およびその他多くの人々の指示で構築主義的認識
と直観的な「具体的認識」との間に，理性の法廷を通じての（「理性の夢々」
を通じての）自然の支配と，自然の生産的な諸力への参加一それらを予兆
しつつ，諸親近性を維持すべく努めつつ　　との間に，一つの対立を打ち
建てる。第一の立場　　科学とその技術とによってとられる立場一のリ
12 m訳注］Kατ，　S．ζo）Cliv（par　excellence）優れて
13 m原書注番号337］Cf．　Emst　Cassirer，《Goethe　und　die　Mathemat［ische　Phys］ik．　Eine
　erkenntnistheoretische　Betrachtung［「ゲーテと数学一認識論的一考察」］》in・ldee
　und　Gestalt，　pp，33－80＊．ゲーテと数学との関係については，さらにcf．　nt．　u．　R．
　635－661，　ffA　12，　pp．　452－457．
　　＊［訳注］エルンスト・カッシーラー「ゲーテと数理物理学　　認識論的考察
　　　　　」（森淑仁訳）（1978）r理念と形姿：ゲーテ・シラー・ヘルダーリン・
　　　クライスト』三修社
14［訳注］原書注33参照。
15 m訳注］原書注38参照。
16m訳注］原書注80参照。
17 m訳注］原書注172参照。
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アリティーの喪失は，一つの存在論的な喪失で，それは自然と世界のイメ
ージとの，実践と理論との，知ることと尊崇との，結合の一つの忘却から
生じ，通約を絶した諸危険を惹き起こすが，その喪失は宗教的および詩的
な，哲学的な次元のものであり，混乱させられた，記憶された，ないし誤
り処理された，ほとんど不可能な，延引された諸関係，諸虚構だ18。これ
らの，一つの主観的時代の危険についてゲーテは一既に過ぎ去った一つ
の世界の最後の代表者の一人と知りつつ一，ヴィルヘルム・フォン・フ
ンボルトに最後に書いた諸書簡（特に最後の一書簡）において，生きた『フ
ァウスト』の最後の諸シーンで，第二の『ヴィルヘルム・マイスター』で，
多くの箴言で，その反一歴史主義で，われわれに語る（歴史学は諸学問の
中で「最も感謝を欠き，最も危険なものです」）　　1793年7月7日のヤ
コービ宛ての書簡でこう主張するように（HA／tB　2，　p．169）19。
　［464］実際，sensus　co〃lmunisとしては，自然な視点の超越
［ultrapassagem；overtaking］は，他の任意の認識形態との関係による，哲学
の明確な兆表を構成する　　自然な視点は哲学の，自分自身との，そして
他の任意の活動（特に学問［科学］）との，戦いの中心だ。ゲーテによれば
　　そして彼はこれをもって哲学の大なる賞賛を実現するのだが一，自
然な視点は科学者の，および通常の人間の固有のものであり，その最も脅
威的な傾向は物化だ一つまり，不完全で部分的な諸仮説および諸理論を
諸事物と考えるのだ　　これはプラグマティックな，実用主義的な視点で，
諸用具の透明性を信じ，測定された事物を諸測定と，用具を存在と，混同
18 m原書注番号338］Cf．・Walter・Strolz，《Das　Naturgeheirnnis　in　Goethes　Anschauungskraft
　　［「ゲーテの直観力における自然の秘密」］》，Scbeidewege．　vaerteijahresschriftftir
　skeptiscbes　Denken，　Jahrgang　8，　Heft，4，4．　Quartal，1978，　pp．535－557．
19 m訳注］》Ich　arbeite　fleiBig　in　aestheticis，　moralibus　und　physicis　und　wUrde　auch　in
　　　historicis　etwas　tun，　wenn　dies　nicht　das　undankbarste　und　geftihrlichste　Fach
　　　ware．《；「私は勤勉にaestheticis［美学］，moralibus［道徳学］およびphysicis［自
　　　然学］で仕事をしましたし，またhistoricis［歴史学］においても何かをするに
　　　吝かではありません　　もしもこれが恩知らずで危険な学科でなかったな
　　　らば，ですが。」（拙訳）
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しつつそうする。既に言及したFarbenlehre［『色彩論』］の§§716－721で，
科学と哲学の遭遇が一一つの防衛および哲学を通じて一実現されて
いる。
§716一物理学者に哲学者であれと要請することはできない。しかし，
世界から深く距離を取り，新たにそれと最も高揚した様態で和解するた
めに，彼に十分な哲学的形成を期待することはできる。彼は，直観
［Anschauung］に適合するだろう一つの方法を包握するべきである。直観
を諸概念に転換し，諸概念を諸言葉［単語］に転換し，そしてこれらのも
のがあたかも諸対象であるかのように取り扱い振る舞うことに対して，
自らを守るべきだ。諸現象を哲学の領域まで高めるための諸哲学者の専
念諸事項の認識を持つようにすべきだ。§717　　哲学者に物理学者に
なれと要請することはできないが，しかしながら，彼の物理科学の領域
への影響は必要であるとともに望ましいことだ。そのために彼が必要と
するのは個別の諸事物ではなしに，単に，そこに個別の諸ケースが統合
される諸究極［Endpunkte］の理解を持った直観（’η厩gδo　compreenSiva）
［Einsicht（洞察）］だけである。§720　　対極において，もしも物理学
者がUrphanomen［原現象］とわれわれが呼ぶものの認識に達することに成
功するならば安心する。それと共に哲学者も安堵する。彼［物理学者］は
自分の科学の諸限界に達したということについて確信している。それは
経験的な高みにおいて見出され，そこから後ろを振り返って，経験の上
空をそのあらゆる諸段階において飛翔することができ，また，前方に向
かっては，理論の王国の上に一つの眼差しを投げることができる一こ
の王国に一つの覗き込みは与えることはできるのだが，入り込むことは
できないのだ一。哲学者が安心しているのは物理学者の手から一つの
究極のものを受け取るからだ。それは彼にとっては今や一つの第一のも
のに転化する。もはや一それも尤もなことだが一現象に執着するこ
とはない，と言うのも彼は派生したものを理解しているのであるからだ
一既に科学的に組織された様態としてであれ，諸感覚に対して，分散
し，経験的な諸ケースに交じってであろうと一（…）20
20m訳注］「七一六一一一物理学者に哲学者であれと要求することはできない。しか
　　　　し自己と世界を根本的に区別したうえで、世界とより高度の意味で再び合
　　　　一しなければならないとしたら、そのために必要となる十分な哲学的教養
　　　　をもつよう、物理学者に期待することはできる。物理学者は直観に即した
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［465］見られるように，哲学との関係におけるゲーテの批判的留保
の諸動機は，このテクストでは，科学との遭遇とともに賞賛の諸理由へと
転態を遂げている。そしてそのような変態は，既に見たように，明澄さの
欠如のためとか，ゲーテの躊躇から生じたのでなく，哲学と称される考え
ることの活動の固有の本性から生じるのだが，これは逆説的なものだ。す
なわち，第一に，哲学の予備的な行為は世界の分離の行為であり，距離を
探り出す一それはより高められた様態で再合一できるためだ一。第二
に，この手続きの諸危険（これ無しには哲学は存在しない）は知られたも
のだ　　つまり，永遠に再和解の可能性が失われることだ。この手続きは
哲学的テクスト（特に悟性の哲学者たちによって書かれたもの）に正当化の
行使として証示されており，目標として，一つの不断の再帰を通じて，初
源へ，源泉へ到達することを持つ。ここで，『色彩論』において，その任務
とその目標は哲学の全体性へと拡大され，それらが賞賛されている。科学
方法を身につけてほしい。直観を概念に、概念を言葉に変えて、言葉がま
るで対象であるかのように思いこみ、振る舞うことがないよう、くれぐれ
も用心してほしい。哲学者は現象を哲学的領域に引き寄せようとするもの
だが、そうした哲学者の努力についても、物理学者は理解を示してほしい。
／七一七一一一哲学者に物理学者であれと要求することはできない。しか
し哲学者が物理学の領域にはたらきかけることは必要なことだし、望まし
いことだ。その場合に哲学者に求められるのは、個々のものではなく、個々
のものが統合される究極の点を洞察してくれることである。／七二〇一一
一これに対して物理学者がわれわれが根本現象と名づけたものの認識に到
達できたなら、ほっと安堵の胸をなでおろすにちがいない。哲学者も同様
である。物理学者が安堵できるのは、自分はいま科学の限界にまで達し経
験の高みにいる、ここから後を振り返れば経験のあらゆる段階を概観でき
るし、前方を見れば、たとえ入りこむことはできなくても、その中を覗き
こむことのできる理論の王国がある、と確信しているからである。哲学者
が胸をなでおろすのは、物理学着から最終結論として受け取ったものが自
分にとっての最初の出発点になり、当然のことながら一一すでに学問的に
収集された現象にせよ、経験されたまま、何の統一もなくバラバラに感覚
に呈示された現象にせよ一一派生的としか考えられない現象にはもはや頭
を煩わすことがなくなるからである。（・一）」［高橋義人・前田富士男訳
（1999）『色彩論　1教示篇・論争篇』，工作舎，pp．262，263］
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者は哲学的形成から身を引いており，自然な視点に留まるが，それは諸概
念の物化という形態をとる　　事実，それは自然な視点の最も高められた
潜在性で，それは言語（ランガージュ）の透明性と用具と事物の間の同一
性への信念として行使される。物化の方はと言えば，それは哲学者が冒す
可能性の無い危険ではない一諸言葉［単語］と現実を混同し，諸言葉［単
語］をあたかもそれらが現実の諸対象であるかのように扱うことは（哲学は
ゲーテにとっては二つの次元の諸危険を冒す一生から離れた後にそれに
回帰することに成功せず，自分の秘義［esot6rica；esoterics］を顕義［exot6rica；
exoterics］に転換する一それは一つのバロック的な過剰な法外な事物と
して現れるような様態だ）。批判的精神は一っの辛口で腐食性のスパイスで，
哲学は当然ながら言語（ランガージュ）の透明性についてのいかなる幻想
も無化し，最小の理由は確かに　　カントが断定するように　　一つの口
伝の［秘義の；acroamatica；acroamatic］，論争の的の学問であり，その諸対
象が言語（ランガージュ）の要素に属するという事実ではない。もしも哲学
者に物理学者であってくれと要請することができないとすれば，既に哲学
の物理的領域への影響が必要であり，望ましい　　哲学者は経験的な諸ケ
ースを研究する必要は無く，ただ，諸極端において，原初的な諸条件下で，
諸理念において，個別のものは合流し再合一されるということを理解する
必要があるということだ。Urphb’enomrn［原現象］　　あの条件づけられた
ものにおける原初的な条件（それの上に，ゲーテにとっては，総ての彼の研
究が坐していて，唯一それと共に家の中に坐している　　スルピス・ボワ
スレ［Sulpice　Boisser6］に対して1815年8月2日付けの対話で言うごとく：
AA　22，　p，79721）を通じて物理学者はその科学の諸限界に遭遇し，自然な態
21 m訳注］》lch　habe　mir　meine　Blockh加ser　in　die　Physik　hineingebaut，　so　ist　die
　　　Farbenlehre，　so　die　Metamorphose　der　Pflanzen．　Da　kann　mir　keiner　vorbei，　ohne
　　　daB　ich　darauf　schiej3e；um　das　Ubrige　bekUmmere　ich　mich　nicht．　Jene　Lehren
　　　habe　ich　auf　Urphtinomene　gegrUndet，　da　bin　ich　schon　zu　Hause．　Was　hatte　und
　　　mUBte　man　nicht　alles　herausf6rdern　k6nnen，　wenn　man　vierzig　bis　fUnfzig　Jahre
　　　alles，　was・von・auBen・herk6mmt，　beiseite・lassen・konnte？＜＜；「私は丸太小屋たち
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度から自分を購い　　自分の道程の総ての諸契機の拡大的視覚を通じて
　　，そして，ノスタルジーをもって，踏み込むことができないだろう，
理論の約束の地を眺めることができる。物理的な一つの視点からは，顕現，
現象はつねに派生的なもので，科学者は常に，そしてもっぱら導出された
ものと遭遇する　　現象がまだ経験的な諸ケースに分散した状態で遭遇さ
れる（まだ諸感覚に編み込まれて提示される）のであれ，あるいは既に方法
的に組織されているのであれ。ここから，導出されたものと原初的なもの
との間に頻繁に生じる混乱，「科学にあり得る最悪のこと」　　§719で言
われるように（本書第三部で引用し，コメントされた22）　。
　［466］「哲学者たちにとってわれわれは感謝に値するものと評価する，
と言うのもわれわれが諸現象を研究した一それらをその諸起源に至るま
で，それらが単に現れ，それらについてはもうそれ以上説明できないとこ
ろまで追跡しつっ　　という事実の故である。そのうえ，彼らにとって歓
迎すべきだろう事実は，われわれが諸現象を，容易に理解可能な一つの秩
序の中に置いたことだ　　彼らがこの同じ秩序を完全には承認できなくて
さえも」（idem［》Entwurf　Einer　Farbenlehre《，　HA　13］，　p．327）23。この一文
　　　を自然学の中に建て込みました一一それが色彩論であり，植物変態論です。
　　　誰一人，私の脇を通って私に狙い撃ちされない者はないのですから。その
　　　他のことは私は気にしません。以上の諸学説を私は諸原現象の上に基礎づ
　　　けました，と言うのも私は既に家に居るのですから。人が四〇歳から五〇
　　　歳になって，何を外に追い出すことがあり，そうしなければならないこと
　　　がありましょうか，外から来るあらゆるものを始末することができないこ
　　　　とが？」（拙訳）
22m訳注］「第三部｛その3｝」：『明治大学教養論集』通巻412号，2006年9A。§
　　　719は718の誤記。
23 m訳注］”Vbm　Philosophen　glauben　wir　Dank　zu　verdienen，　daB　wir　gesucht　die
　　　Phanomene　bis　zu　ihren　Urquellen　zu　verfolgen，　bis　dorthin，　wo　sie　bloB
　　　erscheinen　und　sind　und　wo　sich　nichts　weiter　an　ihnen　erklaren　laBt．　Femer　wird
　　　ihm　willkommen　sein，　daB　wir　die　Erscheinungen　in　eine　leicht　UbeTsehbare
　　　Ordnung　gestellt，　wenn　er　diese　Ordnung　selbst　auch　nicht　gang　billigen
　　　sollte．“；「哲学者からわれわれは感謝されてしかるべきであると思われる。
　　　われわれは種々の現象をその根源まで、すなわち、それらがまさに現象と
　　　　して現われかつ存在し、それらにっいてもはや説明の余地がないところま
　　　で追求しようと努めたからである。哲学者にさらに歓迎されると思われる
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は根本的なものだが，その理由は単に，以前に引用した諸説を補いつつ，
より大きな厳密さをもってゲーテが哲学をどのように理解したかの様態を
限界づけるからだけでなく，同じく，その理解の様態が含意する諸休止
［paragens　de　f61ego；stoppages　ofbreath］を確立することを許容し，そのよう
にして哲学者の安堵化を解明するからでもある。ゲーテの理解では，哲学
者たちはこの顕現のその起源に至るまでの追跡に特化しており，究極のも
のを第一のものに転換するのだ。哲学者たちはUrρhdinomen［原現象］一こ
れは「その計り知れない壮大さ」に顔と顔を突き合わせて考え得るものだ
（cf．《Karl　Willhelm　Nose》LA　I，8，　p．16424）一によって，諸移行のヴィ
ジョンによって一その秩序が彼らによって承認されない場合にすら
安堵される。われわれは，そのUbersicht［展望］はゲーテの方法において中
心的であることを知っている　　自然は存在するという総合に，一つの要
約的なヴィジョンが照応する。かくて，見てとれるのは，起源の追求と包
括的な秩序化との関係で，これはただ，もしも諸現象の原初的な統一性
　　一つの形態から他の形態への諸移行の，諸推移のヴィジョンを許容す
　　　　のは、われわれが種々の現象を、たとえ彼の全面的な同意を得られないと
　　　　しても、とにかく概観しやすい順序に配列したことである。」［木村直司訳
　　　　「色彩論草案」『ゲーテ全集14』p．316］
24m訳注］》（．．．）denn　wenn　auch　die　Natur　gegen　den　Menschen　im　Vbrteil　steht　und
　　　　ihm　manches　zu　verheimlichen　scheint，　so　steht　er　wieder　gegen　sie　im　Vorteil，
　　　　daB　er，　wenn　auch　nicht　durch　sie　durch，　doch　Uber　sie　hinaus　denken　kann．　Wir
　　　　sind　aher　schon　weit　genug　gegen　sie　vorgedrungen，　wenn　wir　zu　den
　　　Urphtinomenen　gelangen，　welche　wir，　in　ihrer　unerforschlichen　Herrlichkeit，　von
　　　Angesjcht　zu　Angesicht　anschauen　und　uns　sodann　wieder　rUckwtirts　in　die　Welt
　　　der　Erscheinungen　wenden，　wo　das，　in　seiner　Eihfalt，　Unbegreifliche　sich　in
　　　tausend　und　aber　tausend　　　mannifaltigen　Erscheinungen　bei　aller
　　　Veranderlichkeit　unveranderlich　offenbart．《；「と言うのは，自然は人間に対
　　　　して優位に立ち，彼にとっては多くが余りに秘密らしく思われるのだが，
　　　　人間は自然に対して優位に立つので，それを通してではなくても，それを
　　　越えて考えることができる。しかしわれわれが自然に対して遥かに抜きん
　　　　出ているのは，われわれが諸原現象に到達したときで，それらをわれわれ
　　　　はその追求し難い壮麗さにおいて面と向かって観照し，そして自分を再び
　　　振り返って諸現象の世界に向けるが，そこでは，その簡素さにおいて把束
　　　　し難いものが何千何万という多様な現れたちにおいて，あらゆる可変性に
　　　　おいて不変に開示されている。」（拙訳）
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るもの一が達成される場合にのみ可能である。それは一プラトン以来
求められてきた一哲学者の可能な瞭罪だ。『色彩論』の意図一著者の望
み一は常に哲学者に近づくことであり，§721に言われており，そして，
その目的の到達は，いろいろな理由により，まだ完全に実現するところま
では行っていないが，確かなことはそれは常に著者が常に両眼前に持って
いたということだ25。恐らく，この著作の将来の諸節においてその親近性
がますます解明される機会もあるであろう（そして，「歴史篇」にはそのた
めの素材が欠けることはあり得ないのだ）。ヴィトゲンシュタインはその親
近性をよく理解した一「諸色彩は哲学することへと誘発する。多分それ
が諸色彩の理論へのゲーテの情熱を説明するのだろう。諸色彩はわれわれ
に一つの謎一われわれを刺激しはしないが，われわれを誘発する一つの
謎一を提示するかに思われる。」（Vermischte　Bemerkungen［『雑感的諸評
言』］，1949，P．12926）
［467］「しかしながら，自然に関する総ての哲学はただもっぱら擬人化に留まる，
　　　　と言うことは，人間一それは自分自身との一つの統一性［一性］だ一は，
　　　その統一性を，人間ではない総てのものに伝え，その総てを自分のもので
　　　　あるものに取り込み，それを自分の統一性に転換するということだ。
　　　　　自然を認識するには，彼が自然自体になることが必要であろう。彼が自
　　　然について定式化するものは何物かである，つまり，それは何か実体的な
　　　　ものであり，それは一つの現実的な［efectiva；actual］もの，つまり彼に関連
　　　　したものだ。しかし，彼が定式化するのは総てではなく，その全体性にお
　　　　ける自然ではない一彼は全体性を定式化しはしないのだ。
　　　　われわれは望むだけ自然を観察し，測定し，計算し，重さを秤り，等々
　　　　をすることができるが，しかしそれらは常にわれわれの重さ［pesos；
25［訳注］　「七ニー一一一この意味で色彩論を哲学者に近づけることは著者のかね
　　　　てからの願いであった。たとえこの願いが本書においていろいろな理由か
　　　　ら叶えられなかったとしても、…著者はこの目標をつねに念頭に置くであ
　　　　ろうし、また将来、…この考察に立ち返るであろう。」［同上，pp．263－4］
26m訳注］ヴィトゲンシュタイン，ルートヴィヒ・丘沢静也訳（1999）『反哲学的
　　　　断章一文化と価値』青土社
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Gewicht］と容積［量目；medidas；MaBコであるのは，われわれが諸事物の容
積であるのと同じ様態だ。容積は大小いろいろで，従って多くないし少な
く調整され得るが，しかし物片，織物は以前も以降も，そのままのものと
して留まり，もはやあの操作を通じては何事も定式化されない一人間た
ちに関する延長として以外は。12進法ないし10進法体系をもってしては，
事物の本性の固有の諸様相について定式化されることも，何事も開示され
ることもない。
　　これは，われわれが，まだ物自体たち［coisas　em　si；Dingen　an　sich］につ
いて語っている者たちを理解し，それらと同盟するためのものだ。そして
もしもそれらが物自体たちについて何事も語り得ないとしても一なぜな
らまさにそれらは物自体たちであるから，ということはそれらはわれわれ
との関係の外にあり，われわれはそれらとの関係の外にあるからだが，そ
して，われわれが諸事物について言うことを彼らはわれわれの表象の様態
と考える（そのためには，単に表象の様態だけが問題になっているのではな
く，われわれの表象の様態と調和した，それに包まれた事物が問題になっ
ているのだが）がゆえに，そこで私の思うに，ここからこのことに似た多く
のことが演繹されてくるが，例えばそれらはわれわれと調和しており，人
間が諸事物について定式化するものはそれらの本性の全体性を尽くしてお
らず，それらはわれわれが定式化するものの唯一のものではなくて，まだ
もっと多くのことが，さらに他のことがあるといった具合である。そして
これが真実だということに何の疑いも無い。と言うのは，日々，われわれ
とのより多くの諸関係が発見され，諸事物に由来してわれわれの内に覚醒
する何かがあるからだ。と言うことは，諸事物は無限だ［終わりが無い］と
いうことだ。それをわれわれは既に知っている。要約すれば一人間は対
象をその全体性においては表現しないのだ。しかし，彼がそれについて表
明するものは一つの現実的な事物である一単にそれが彼の特異性
［idiossincracia；ldiosynkrasie；idiosyncrasy］，と言うことは、その事物が単に
彼と取り持つ関係であろうと。もしもそうでないとしたら，誰がその関係
を定式化できるのであろうか。人間は，対象を表明する瞬間にはその下部
および上部に在る一人間と神が一つの自然の中に再合一されているのだ。
われわれは物自体たちについてではなくて，〈一〉自体［um　em　si；das・Eine・an
sich］について語るべきなのだ。諸事物はもっぱら人間的なヴィジョンに応
じたもので，それは一つの異なったものと一つのより多くを確立する。総
ては唯一，〈一〉である。しかし，誰がこの〈一〉について語る能力を持つ
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のだろうか。」（1807年8月2日のリーマーとの対話，AA　22，　pp．469－470；
ここからは既に第二・第三パラグラフから抜粋した。）27
27m訳注］》Alle　Philosophie　Uber　die　Natur　bleibt　doch　nur　Anthropomorphismus，　das
　　　　　　　heiBt　der　Mensch，　eins　mit　sich　selbst，　teilt　allem，　was　er　nicht　ist，　diese　Einheit
　　　　　　　mit，　zieht　es　in　die　seinige　herein，　macht　es　mit　sich　selbst　eins．／　Um　die　Natur　zu
　　　　　　　erkennen，　mUBte　er　sie　selbst　sein．　Was　er　von　der　Natur　ausspricht，　das　ist　etwas，
　　　　　　　das　heiBt，　es　ist　etwas　Reales，　es　ist　ein　Wirkliches，　namlich　in　bezug　auf　ihn．
　　　　　　　Aber　was　er　ausspricht，　das　ist　nicht　alles，　es　ist　nicht　die　ganze　Natur，　er　spricht
　　　　　　　nicht　die　Totalitnt　derselben　aus．／Wir　m6gen　an　der　Natur　beobachten，　messen，
　　　　　　　rechnen，　wagen　und　so　weiter，　wie　wir　wollen，　es　ist　doch　nur　unser　MaB　und
　　　　　　　Gewicht，　wie　der　Mensch　das　MaB　der　Dinge　ist．　Das　MaB　k6nnte　gr6Ber　oder
　　　　　　　kleiner　sein，　es　lieBe　sich　mehr　oder　weniger　damit　abmessen，　aber　das　StUck，　das
　　　　　　　Gewebe，　bleibt　nach　wie　vor，　was　es　ist，　und　nichts　weiter　von　ihm　als　seine
　　　　　　　Ausdehnung　in　bezug　auf　den　Menschen　ist　durch　jene　Operation．　auSgesprochen・
　　　　　　　Mit　Duodezimal－oder　DezimalmaB　wird　nichts　von　der　sonstigen　anderweitigen
　　　　　　　Natur　des　Dinges　ausgesprochen　und　verraten．／Dies　zur　Verstttndigung　und
　　　　　　　Vereinigung　mit　denen，　welche　noch　von　den　Dingen　an　sich　sprechen．　Ob　sie
　　　　　　　gleich　von　den　Dingen　an　sich　nichts　sagen　k6nnen，’eben　weil　es　Dinge　an　sich，
　　　　　　　das　heiBt　auBer　Bezug　auf　uns　und　wir　auf　sie　sind，　und　sie　al1．es，　was　wir　von　den
　　　　　　　Dingen　sagen，　fUr　unsere　Vorstellungsart　halten（wobei　nur　zu　bemerken　isちdaB
　　　　　　　es　nicht　bl．oBe　Vorstellungsart　sein　kann，　sondern　das　Ding　in　unserer
　　　　　　　Vorstellungsart，　von　ihr　bekleidet），　so　leuchtet　doch　daraus　so　viel　ein，　daB　sie　mit
　　　　　　　uns　einig　sind，　daB，　was　der　Mensch　von　den　Dingen　aussagt，　nicht　ihre　ganze
　　　　　　　Natur　ersch6pft，　daB　sie　dieses　Ausgesagte　nicht　nur　allein，　einzig，　sondem　noch．
　　　　　　　viel　mehr　und　anderes　sind．　Und　das　ist　doch　wahr；denn　man　entdeckt　taglich
　　　　　　　mehr　Relationen　der　Dinge　zu　uns，　empfindet　ihnen　immer　noch　etwas　ab．　Das
　　　　　　　heiBt，　di．e　Dinge　sind　unendlich．　Das　wissen．　wir　ja・　Mit　einem　Worte：der　Mensch
　　　　　　　spricht　das　Objekt　nicht　ganz　aus．　Aber　was　er　davon　ausspricht・das　ist　ein
　　　　　　　Reales，　ware　es　auch　nur　seine　Idiosynkrasie，　das　heiBt　der　Bezug，　den　es　auf　ihn
　　　　　　　allein　hat．　Ware　das　nicht，　wer　sollte　den　Bezug　aussprechen？Der　Mensch　ist　in
　　　　　　　dem　Augenblicke，　als　er　das　Objekt　ausspricht，　unter　und　Uber　ihm，　Mensch　und
　　　　　　　Gott　in　einer　N．atur　vermittelt．　Wir　sollten　nicht　von　Dingen　an　sich　reden，
　　　　　　　sondem　von　dem　Einen　an　sich．　Dinge　sihd　nur　nach　menschlicher　Ansicht，　die
　　　　　　　ein　Verschiedenes　und　Mehreres　setzt．　Es　ist　alles　nur　Eins；aber　von　diesem
　　　　　　　Einen　an　sich　zu　reden，　wer　vermag　es？《；「しかし，自然に関する哲学は総て，
　　　　　　　もっぱら擬人化に留まる。っまり，自分自身と一体である人間は，人間で
　　　　　　　はないすべてのものにこの一性を伝え，それを自分の領域に取り込み，そ
　　　　　　　れを自分自身と一体にする。／自然を認識するためには，彼は自然自体で
　　　　　　　あらねばならないだろう。彼が自然について表明すること，それは何物か
　　　　　　　である，つまり何か実在的なもので，それは一つの現実的なもの，すなわ
　　　　　　　ち彼に関係したものだ。しかし彼が表明するものは総てではなく，それは
　　　　　　　自然全体でない．彼はその全体性を表明しはしないのだ。／われわれは
　　　　　　　望むだけ自然について測定し，計算し，重さを秤り，等々できようが，し
　　　　　　　かしそれはわれわれの度量衡［分量と重さ］であること，ちょうど人間が諸
　　　　　　　事物の塊［分量］であるのと同じだ。分量は大小いろいろ可能であり，それ
　　　　　　　に応じて大小に測定され得るが，しかし，物の一片，織物は，以前も以降
　　　　　　　もそのままに留まり，それについてはもはや，人間たちとの関係における
　　　　　　　その延長として以外は，あの操作によっては表明されない。12進法の，な
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［468］このリーマーとの対話は，他の多数と同じく，視点の反省の，
再合一の一つの注目すべき契機を構成する一またもう一度，一っの中間
的な途を通じて。批判はわれわれを驚かせるべきではない 第一に，わ
れわれはルネ・トムの格言「視点は常に局所的だ」を思い出すが，それは，
自然についての一定の諸論議は一つの領域と一つの統制（それらは常に不
正確で，失敗していることを顕示する一諸仲介の半透明性はその転換的
で抽象的な権能に比例するから）を想定するだけ想起されるべきだ。総て
の自然の哲学は回復不可能なまでに擬人化に留まる われわれの視点
の外に，距離の外に，イロニーの外に去ることはできないのであって，こ
れは，自然に関するわれわれの諸言葉［単語］およびその仲介を自然自体と
いし10進法の尺度をもっては，諸事物のその他の本性について表明されず
漏らされることはない。／これは，なお物自体たちにっいて語る者たちを
理解し，それと同盟するためのものだ。たとえ彼らが物自体たちについて
何事も語り得ないとしても一一なぜならまさにそれが物自体たちである，
すなわち，われわれとの関係の外に在り，またわれわれが彼らとの関係の
外にあり，また彼ら総てが，われわれが諸事物について語ることをわれわ
れの表象様式と考える（これについてはただこう言わなければならない，す
なわち単なる表象様式ではあり得ず，事物がわれわれの表象様式の中に，
それに包まれている，と）がゆえに一一，しかしそこから非常に多くのこと
が明らかになる，っまり，それらはわれわれと一つのものであり，人間が
諸事物について表出することはそれらのものの本性全体を尽くしてはいず，
それらは，これらの表出されたもののみ，唯一のものではなくて，なおず
っと多くの諸他のものであるということだ。そしてそれは真実だ。と言う
のは，人は日々，諸事物のわれわれとのより多くの諸関係を発見し，そこ
に常に何かを感じているからだ。すなわち，諸事物は終わりが無い。われ
われは既にそれを知っている。一言で言えば　　人間は対象を完全には表
明しないのだ。だが，彼がそれについて表明すること，それは一つの現実
的なものである　　それは，あるいは，単に彼の特異性，つまり，それ［現
実的なもの］が彼にだけ持っている関連であるかもしれないし，あるいは，
そうでないとすれば，誰がその関連を表明するのだろうか。人間は，彼が
対象を表明する瞬間にはそれの下にあり，それを超えている　　一つの自
然の中に人間と神が媒介されている。われわれは物自体たちについてでは
なくて，一者自体について語るべきなのだ。諸事物は単えに人間的な見方
に応じたもので，それは一つの異なったものとより多いものとを措定する。
総ては単に〈一〉である。しかしこの一者自体にっいて語ること　　それ
は誰にできようか。」（拙訳）
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混同するprotonpseudOS［根本誤謬］28を回避する唯一の様式だ。第二に，わ
れわれはこの批判的良心に内在的な振動がよく解明されているのを見出す
一一福ﾅは，親近性の，〈全体〉の分割の経験，および，他方では，入間
の言葉［単語］と自然の言語（ランガージュ）との間の差異の拒み難い認識だ。
別様に言えば，　　諸一方向性の拒絶，および有限性についての嘆きの拒
絶，むしろ，そして常にそれを賞賛する。地霊がファウストの衝動に応答
した一汝は汝の理解できるものにのみ等しい29。しかし，この理解する
ことには予兆すること，予期すること，産出すること，イロニー化するこ
と，尊敬することも含まれ得る一「考える人間の幸福の最も美しいもの
は探求し得るものを総て探求し，測り難いものを静かに尊崇することだ」
（M．u．R．，［718，　HA　12，］p．467）3°。われわれはそのテクストに，最も深遠な
様態で活動しつつある，主観と客観との問の（互いに他に還元できない）関
28 m訳注］The　proton－pseudos　refers　to　those　false　premises，　the　original　error．［http：／／
　　www．enotes．com／psychoanalysis－encyclopedia／proton－pseudos；091008］；
　　　Als　proton　pseudos　oder　error　fundamentalis　bezeichnet　man　einen　logischen
　　Fehler　im　Beweis，　der　im　Argumentationsverlauf　durch　einen　VerstoB　gegen　den　Satz
　　vom　zureichenden　Grunde　hervorgerufen　wird　und　darin　besteht，　dass　eine　These　mit
　　bewusst　falschen　Argumenten　begrUndet　wird．　Ein　Argument　dieses　Typs　geht　also
　　von　falschen～Voraussetzungen　aus，［「proton　pseudosないしerrorfundamentalis（根
　　源的誤謬）として人は証明における一つの論理的失敗を表わすが，それは議論
　　の経過中に充足理由の命題との一つの衝突を通じて喚起されるもので，それは
　　一つの命題が故意に偽りの諸論議によって基礎づけられることに存する。この
　　タイプの一つの議論はそれゆえ誤った諸前提から出発する。」（拙訳）
　　http：〃www．phillex．de／protpseu．htm；091008］
29 m訳注］Faust．ノDer　du　die　weite　Welt　umschweifst，［510］／　Geschtiftiger　Geist，　wie　nah
　　　　箇hl’ich　mich　dir！　Geist．／Du　leichst　dem　Geist　den　du　be　reifst，［512］／Nicht
　　　　mir！［http：〃www．wissen－im－netz．info／literatur／goethe／faust／lteil／01．htm；091009；
　　　　下線引用者］；ファウスト　広い世界をせわしげにへめぐる大地の霊よ、／
　　　　お前はなんとこのおれに近いのだろう！／地霊　お前はただ、お前の頑で
　　　　考えた霊に似ているだけだ、／わしには似ても似つかぬ！［山下肇訳「フ
　　　　ァウスト悲劇」『ゲーテ全集3』p．23；下線引用者］
30m訳注］”Das　sch6nste　GIUck　des　denkenden　Menschen　ist，　das　Erforschliche　erforscht
　　　　zu　haben　und　das　Unerf（）rschliche　ruhig　zu　verehren．“；「思索する人間のもっ
　　　　ともすばらしい幸福は、探究し得るものを探究し尽し、探究し得ないもの
　　　　を心静かに崇めることである。」［岩崎他訳「箴言と省察」『ゲーテ全集13』
　　　　P．　308］
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係についてのゲーテ的観念を見出す。その形姿において，またもやその表
象の諸様態の理論より勝って 表象はその真正の要素に統合され，問題
は，ここでは〈一〉自体，das　ungeheure　Ganzθ［恐ろしいく全体〉］31としてあ
るが，懐疑主義，経験論，認識に達し得るとの確信の，個別の諸形態を展
開しつつある一一これらはゲーテに固有のもので，それぞれ生産的，微妙，
条件付けられたもの，だ。もしも人間が存在するもの総てを一つの自分の
事物に変えようと試み一それに，彼［人間］から出発する全体性を体化し
つつ一，その運動は含意の一っの形態
的な，固有の事物を持った一つの経験
代替不可能な，独特の，原初
であることを発見するならば，
その運動はその固有の事物によって喚起される 各々の視点は一っの新
しい器官になりっつ　　。
Vem，veile　doch！［留まれ！］32瞬間への愛はそれへの平衡錘をなす
誰がこの〈一〉を語る能力があるだろうか？
だが
，そしてその最も賞賛す
31 m訳注］　In　jedem　lebendigen　Wesen　sind　das，　was　wir　Teile　nennen，　dergestalt
　　　　unzertrennlich　vom　Ganzen，　daB　sie　nur　in　und　mit　demselben　begriffen　werden
　　　　k6nnen，　und　es　k6nnen　weder　die　Teile　zum　MaB　des　Ganzen　noch　das　Ganze
　　　　zum　MaB　der　Teile　angewendet　werden，　und　so　nimmt＿ein　eingesch伽ktes
　　　　lebendiges　Wesen　teil　an　der　Unendlichkeit　oder　vieImehr，　es　hat　etwas
　　　　Unendliches　in　sich，＿daB　wir　den　Begriff　der　Existenz　und　der　Vb且lkommenheit
　　　　des　eingeschranktesten　lebendigen　Wesens　nicht　ganz　fassen　k6nnen　und　es　also
　　　　ebenso　wie－，　in　dem　alle　Existenzen　begriffen　sind，　f廿r
　　　　unendlich　erkltiren　mUssen．［Johann　Wolfgang　Goethe（Studie　nach
　　　　Spinoza）－http：〃www．zeno．orgfLiteratur／MIGoethe，＋Johann＋Wolfgang／Theor
　　　　etische＋Schriften／％5BStUdie＋nach＋Spinoza％5D；下線引用者；091009］［「ど
　　　　の生きた存在においても，われわれが諸部分と呼ぶものが〈全体〉と不可分
　　　　に現わされていて，それらはただ，そのく全体〉の中で，およびそれと共に
　　　　のみ把握され得るのであり，諸部分がく全体〉の尺度に対しても，またく全体〉
　　　　が諸部分の尺度に対しても適用されることはできないので，…一つの制限
　　　　された生きた存在が無限性に参加する，あるいはむしろそれは何か無限の
　　　　ものを自分の中に蔵していて，…われわれは制限された生きた存在の実在
　　　　の，および完全性の概念を完全に把握することはできず，それはかくして
　　　恐ろしいく全体〉　その中に総ての実在物が把握されている　　と同じく，
　　　無限のものだと宣言しなければならないのだ。」（拙訳；下線引用者）］
32 m訳注］”Verweile・doch，　du　bist　so　sch6n！“（Faust：11581）；「私は自由な土地に自由
　　　　な民とともに立ちたい。／　そのときその瞬間に向かpて、私はこう言っ
　　　　てもよいだろう、／『留まれ、お前はなんと美しきかな！』と。」［「ファ
　　　　ウスト悲劇」第二部第五幕一同上訳書，p，351］
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べき表現を，ラオコ・一・一ン［Laoconte；AαoK60vτα⊆／0AαK6ωv；Laokoon］と
その息子たちの像に関するテクストに持つことになる　　それは，一つの
固定された輝き，岸に打ち寄せる瞬間に石化された一つの波だ33　。瞬
間へのこの愛は，在るものを賞賛する一つの必要性に起源を持つが，移行
を知ることは　　Alles　vergdinglich／Ist　nur　ein　Gleichnis［移ろいゆくものは
単に一つの比喩だ］3L一は，対照的に，過ぎ行きつつ常に遠くに，常に既
に，常に未だ来らぬ状態であるものへのノスタルジーに伴われている。し
かしながら，支配的な，自らを宣明する一他に増して声を高めつつ　　観
念は，在るものを賞賛することに憩っており，それは失敗の，諸影の，分
離の経験はゲーテにおいては決定的ではないことを前提する一移行する
ものは本来的に幻想ではなくして，Gleichnis［比喩］であり，イメージへの
反射であることは，あらゆる詩歌が，あらゆる芸術がそれを証示している。
移行し，その移行において自ら転態しつつあるそれは賞賛される。移行す
るものは保持されなければならず，移行するものに対しては自らを保持す
ることが求められる。この優勢に好意的な諸論議の他のものは，諸感覚の
一つの批判が必要であるという確信に存していて，これは芸術に対するそ
の解釈と親密に結びついているが，芸術の豊穣性は「諸感覚における一つ
の歓喜」から出てこなければならないのだ（Materia1［i］en［zur　Geschichte　der
Farbenlehre］，HA　l　4，　p．4135　　「諸感覚に向かって明確に語らない者［芸術
33［訳注］「いわば，群像のいまそこにある姿はまさに一瞬の固定された電光であり，
　　　岸辺に打ち寄せる波が瞬間的に石化したものである。」（芦津丈夫訳「ラオ
　　　コオン論」『ゲーテ全集13』p．146）
34 m訳注］Faust　II，。Alles　Vergtinglich　ist　nur　ein　Gleichnis．．．Das　Ewig－Weibliche
　　　zieht・uns・hinan．“；「すべての移ろいやすきものは／　およそ比喩なるにほか
　　　ならず。…永遠の女性的なるものこそ／　われらを高みのかなたへひいて
　　　いく。」［「ファウスト悲劇」同上訳書，pp．　366－7］
35m訳注］。Um　aber　einer　solchen　Forderung’唐奄モ?@zu　nahem，　so　mUBte　man　keine　der
　　　menschlichen　Krttfte　bei　wissenschaftlicher　Tatigkeit　ausschlieBen．　Die　AbgrUnde
　　　der　Ahndung，　ein　sicheres　Anschauen　der　Gegenwart，　mathematische　Tiefe，
　　　physische　Genauigkeit，　H6he　der　Vemunft，　Schtirfe　des　Verstandes，　bewegliche，
　　　sehnsuchtsvolle　Phantasie，　liebevolle　Freude　am　Sinnlichen，　nichts　kann　entbehrt
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家］は，精神に対しても純粋な様態では自己を表現しない」（《［Einleitung　in
die］　Propyl巨en》，HA　12，　P．46）36。
　［469］これはVerweile　doch！［留まれ！］のノスタルジックな呼び掛け
における，あるいは，移行するものとしての比喩としてのものの色付けに
おいて，裂傷の，決定の，経験　　移行と，隠喩と，比喩は比喩であると
いうこととの間の異質性の認識を通じての　　が無いということを意味し
はしないのだ。別様に言えば，Simbolizante［象徴化するもの］と
Simbolizade［象徴化されるもの］との間にある，理念に関する彼の諸箴言に
おいて，および象徴体系に関する総ての諸テクストにおいて，われわれの
話すことの諸限界についての認識において，異質性が証示され提示されて
いるということだ。すなわち，われわれの〈話すこと〉は，諸対象も，話
す者をも経験することに成功しないのだ一尤も，この距離を短くする〈話
すこと〉の様態はあるのだが　　それは，すなわち詩歌だ。ここから，そ
の原本　　それは辺縁に棲む　　を護るイメージ，購うイメージとしての
象徴化されるものの形姿が現れる。そのうえわれわれはつぎのように敷衛
できる。すなわち，裂傷の経験と異質性の認識は一つのzarte　Empirie［繊細
な経験的知識］37の追求に統合され，一つの情熱である，自分を還元するこ
　　　werden　zum　lebhaften　fruchtbaren　Ergreifen　des　Augenbhcks，　wodurch　ganz
　　　allein　ein　Kunstwerk，　von　welchem　Gehalt　es　auch　sei，　entstehen　kann．“［下線引
　　　用者］；「このような要求に少しでも近づこうとするなら、人間の諸力のど
　　　れひとつとして科学的な仕事から締め出すわけにはゆかない。底知れぬ予
　　　感、現前するものを確実に捉える直観、数学の深み、物理学の精確さ、理
　　　性の高さ、悟性の鋭さ、憧れに満ちた柔軟な想像力、感覚的なものに対す
　　　　る愛と喜び。これらの要素のどれひとつを欠いても、瞬間を生き生きと創
　　　造的に捉えることはできない。そしてこれら諸力が相侯つことによっての
　　　み、内容は何であれ、ひとつの芸術作品が誕生するのである。」［南大路振
　　　一他訳「第二部・ローマ人」『色彩論II歴史篇』p．107；下線引用者］
36 m訳注］”Wer　zu　den　Sinnen　nicht　klar　spricht，　redet　auch　nicht　rein　zum　GemUt，．．“；
　　　　「感覚に明白に語りかけない人は、心情に純粋に訴えることもない。」［芦
　　　津丈夫訳「『プロピュレーエン』への序文」，『ゲーテ全集13』」p．135］
37 k訳注］”Es　gibt　eine－，　die　sich　mit　den　Gegenstand　innigst　identisch　macht
　　　und　dadurch　zur　eigentlichen　Theorie　wird．　Diese　Steigerung　des　geistigen
　　　Verm6gens　aber　geh6rt　einer　hochgebildeten　Zeit　an．‘‘［M．u．R．509，　H．A．12，　S．435，
マリア・フィロメナ・モルデール『ゲーテの形態学的思想』　129
とができないことを知っているものと同一のものになるという目的に同化
されている。ここでの解決は，過剰との関係が留保されることに，および，
全体性，膨大なもの，を　　一つのApergu［洞察］を通じて一一つの近
似の形態へ，一つの記述可能な対象へと通過させることに存している。こ
れによって，その個別との関係の豊かさにおいて一その機会，その発生
状況を通じて　　瞭いが約束されつつ一日々，諸事物の中にわれわれと
のより多くの諸関係が発見され，あるいは諸事物に由来してわれわれの内
に常に覚醒する何かがある，つまり諸事物は無限だということなのだ。異
質性は一つの共通のもの［um・comum；acommon］を予期し，発見するが，そ
れは探求する者の固有の任務だ　　個別的で知覚可能な諸対象の媒介によ
り，〈無一名〉への，〈一〉への接近から救われること。援用することが必
要な他の論議は，二つの言語の間の関係から出発する翻訳の理論から生じ，
固有の言語を外来の，独特の言語に従わせることの格言に服する　　その
従属から何かもっと高められたものが生まれると想定しつつ一すなわち，
二つの言語の間には一つの第三のものが生まれて，それが知られたものと
知られないものとを，親しいものと外来のものとを再合一する　　「もし
もわれわれが最も優れた諸精神の［ペルシアの詩の］これらの産出に参加し
たいと思うならば，われわれは自分をオリエンタル化しなければならない
のであって，オリエントがわれわれと関わるようにならなければならない
のではない」（Mest－Ostlicher　Divan，　HA　2，　p．181）38。
　　　下線引用者；「対象とぴったり一致し、それによって本来の理論と化す繊細
　　　な経験的知識がある。しかし精神的能力のこういう高揚は、高度の文化が
　　　発達した時代のものである。」［「箴言と省察」p．278；下線引用者］
38m訳注］。Wollen　wir　an　diesen　Produktionen　der　herrlichsten　Geister　teihehmen，　so
　　　mUssen　wir　uns　orientalisieren，　der　Orient　wird　nicht　zu　uns
　　　herUberkommen．‘‘［，，Noten　und　Abhandlungen　zu　besseren　Verstandnis　des
　　　West6stlichen　Divans“］；「これらのかがやかしい精神たちの作品に共感した
　　　いのであれば、われわれはみずからオリエントびとたらねばならぬ。オリ
　　　エントの方からわれわれの方にやってくることはないだろうから。」［生野
　　　幸吉訳「西東詩集注解と論考」『ゲーテ全集15』p．　323］
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［470］　　総ては一つのApergu［洞察］に依存する。
　　　　　　人間が到達するのは最も高められたものにであって，最も遠いも
　　　　　　のへは彼は到達し得ない。それは単に一つの事物の一つの輪郭
　　　　　　［Contour］，プロフィール［Umriss：概要］に過ぎない。彼は，詳細の
　　　　　　parenchyma［parenquima：柔組織］39を与えるには，第二の創造主にな
　　　　　　らなければならない。
　　　　　　この一つのAperguを形成する権能はその芸術的権能に類似で，そ
　　　　　　れは一つの対象のイメージを理解し従わせる権能だ。同じくまた歴
　　　　　　史的なaperguに関しては，一つの出来事の起源については単にく全
　　　　　　体〉の輸郭を与え得るのみだ。
　　　　　　そうだ，多分われわれは満足していると考えるべきなのだろう。
　　　　　　諸詳細を展開するといういかなる試みも成果をあげることはできな
　　　　　　い一く全体〉を理解した者にとってさえそうだ。
　　　　　　人間の権能について固有のものは一つの普遍的な概念，一つの相
　　　　　　互的なものと結びついての理解一超本質的なものの除外を伴う
　　　　　　一である。そして，思考においてであれ，諸言葉［単語］において
　　　　　　であれ，諸活動においてであれ，同じ過程が問題になっている4°。
人間には諸詳細を展開すること，輪郭を充たすこと，は与えられていな
い。彼は構成し，事物を廻って一つの素描を作り，輪郭をデザインするこ
とができるが，これは最も高められた活動であり，それは各要素の他の各
要素への相互的な所属（これは理念のベンヤミン的な決定に極めて近い）を
示す構成だ。直観的な諸原型［arqu6tipos；archetypes］は諸梗概であり，言語
39m訳注］薄い細胞壁…をもつ柔細胞からできている組織。すべての分裂組織のほ
　　　　か、永久組織では茎や根の皮層や髄、葉の葉肉組織や果実の果肉組織、さ
　　　　らには維管束（いかんそく）の木部柔組織や師部柔組織など、いずれも植
　　　　物体の生き生きと活動している部位にある。／植物組織にはこのほか厚角
　　　　組織、厚膜組織がある。これらは植物体を強固にする役目をもった組織で、
　　　厚角組織は細胞壁が細胞の角の部分だけ肥厚（ひこう）していて生きてい
　　　　る厚角細胞からなる組織であり、厚膜組織は細胞壁の全体が肥厚し、成熟
　　　　すると原形質がなくなる厚膜細胞からなっている。
　　　　［http；／／engeinavi．jp／fen／parenchytna／；091012］
40m原書注番号339］《Tischengesprach　mit　Riemer［リーマーとのテーブルトーク］》
　　（1819年5月20日）in　Franz　Schmidt，《Uber　den　Wert　des　Apergus［洞察の価値に
　　ついて］》，pp．　263－264．
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（ランガージュ）の諸原型は諸比喩だ。そして，モデルは引き続き芸術のそ
れ，芸術作品のモデルであり　　AperFUの権能は芸術的な権能，把握する
権能に，認識されることを望む形態を展開する権能に，対象のイメージを
理解し従わせる権能に，親近であり，そしてまさにここからわれわれの内
なる聖性が実形をとるのだ一対象を表出するとき，人間はそれの下ない
し上におり，人間と神が再合一されているのだ。そしてまさに理念を通じ
てこそ一リーマンとの諸対話の他の一つの節で言う（1810年8月25目，
AA　22，　p．597）　　人間は自分を自然の上に高めるのだ一一「自然は概念よ
り大きいが，しかし理念よりは小さい。それゆえ人間は常に自然の背後に一
人の神を想定する一なにか自分に親近かもしれないものを持つために41。」
概念はただ，従属させられる一つの自然　　それはその可視の秘密を留保
し，自ら引き籠る　　を統治することができるだけである。諸形態の豊富
さと多様さ，形成的権能，自然の言語（ランガージュ）は概念を逃れる。
理念は，自然が新たにその固有の秘密を外に示すことを可能にする。われ
われは次のことを喚起するのを止めることができない。すなわち，ゲーテ
によれば芸術家が自然において語るときには理念を望んでいるのであり，
芸術を通じて自然が再生されるのだ　　「芸術は自然とその豊富さおよび
多様さで対抗すると主張することはなく，それは自然の諸現象の表面に密
着するが，しかし独自の深遠さと固有の潜在性を持っ。それはそれらの表
面的な諸現象の最も高められた諸瞬間を固定し，それらの中にその内在的
な法則，調和のとれた釣り合いの完成，美の頂上，意味付けの尊厳，情熱
の高揚を認識する」（《Diderots　Versuch｛Uber　die　Mahlerei｝［「ディドロの
絵画研究」］》，MA　I，45，　p．　260）42。
41 m訳注］出所不明。
42m原書注番号340］論文《UnaMafiana　en　Florencia：LO　QUE　VIOYNO
　　VIOGOETHENEN　ITALIA［「フィレンツェでのある朝一イ
　　タリアにおいてゲーテが見たものと見なかったもの」］》in　Commercial　de　la
　Pintura［『絵画取引』］2，0ctubre　l　983，　Santander，　pp．　71－90でアンゲル・ゴン
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［471］われわれはゲーテの形態学的プロジェクトに一つの優れたエ
クセントリックなポジション，中間の道43，自分の知ることの，自分の行
為することの，自分の発明の源泉を，諸形態を沈思する行為の中に見出す
人々の道を発見する。一つの厳格な記述的方法への従属を通じて，注意と
イロニーの継続した行使を含意しつつ（それはその控えめと大胆の原初的
な混合　　それは一つの微妙な経験主義の目的に資する に貢献する），
ゲーテはいかなる折衷主義の痕跡からも救われている。彼自身は自分のた
　　サレス・ガルシア［Angel　Gonz61ez　Garcla］は，ゲーテによって垣間見られた自然
　　と芸術との間の困惑させられる諸関係をその固有の独自性と異質性において確
　　立する，一つの評言をなしている一「もしもゲーテが，自分の諸嗜好と諸確
　　信によって一つのネオ・クラッシックだった過剰の一端を示していなかったと
　　したら，彼は次の卓越した手品によってそれに値するだろう　　それは『古代』
　　と『自然』を混同すること［古代は自然の一部を成す］である。この中にその諸
　　断片を散らすのだ　　あたかも灰を撒く，ないし石礫を播く人のように。古典
　　的範例の困難な生き残りはただ一つの身振りで解決されたままだった，と言う
　　のは，もしも浮彫で飾った大理石たち［marmores　lavrados］が雛嬰粟の野と同じ
　　だけ価値があったとしたら，古典主義の諸低温での展開は唯一，一つの風土化
　　の問題を構成し，古典諸研究は植物学の一つの分枝に転換する。」p．　82．
　［訳注］”Die　Kunst　Ubemimmt　nicht　mit　der　Natur，　in　ihrer　Breite　unt　Tiefe，　zu
　　　wetteifern，　sie　halt　sich　an　die　Oberflache　der　natUrlichen　Erscheinungen；aber　sie
　　　hat　ihre　eigne　Gewa［t；sie　fixjert　die　h6chsten　Momente　dieser　oberflachlichen
　　　Erscheinungen，　indem　sie　das　Gesetzliche　darin　anerkennt，　die　Vbllkommenheit　der
　　　zweckmaBigen　Proportion，　den　Gipfel　der　Sch6nheit，　die　WUrde　der　Bedeutung，　die
　　　H6he　der　Leidenschaft．‘‘；「芸術は自然との，広さと深さを廻る競争を引き受け
　　　ることはなく，芸術は自然の諸現象の表面に執着するが，しかしその独自の
　　　威力は持っている。つまり，芸術はこれらの表面的な諸現象の最高の諸瞬間
　　　を固定し，その際，その中の法則的なもの，合目的的な釣り合いの完全性，
　　　美しさの頂上，意味付けの尊厳，情熱の高みを認識する。」（拙訳）
43m原書注番号341］第三の道　　経験主義と形而上学の，経験主義と合理主義の間
　　の　　のテーゼは（視点は何であれ），標注者の間に，特にアイヒホルン（P．
　　Eichhom）とケーファー（D，　Ka・fer）の諸著作の中に，多くの追随者を持つ。同じ
　　く，ニスベット（H．B．　Nisbet）は，三っの異なった伝統（合理主義，経験主義，
　　神秘主義）を敷衛しつつ，そして強いられた和解を求めることなく，ゲーテは思
　　考の自律的な一つのプロジェクトを実現するのに成功したことを証示するよう
　　努めている。
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めに，／＞aturphilosoρh［自然哲学者］　彼は自分を最も高いところに上昇さ
せる一とNaturforscher［自然研究者］一彼は経験世界〔emplrea］の王国
に留まる一の間で，Naturforscherの資格を選んだ。顕現を起源にまで付
き従う，追求すること　　諸植物の生長，諸色彩の多様さ，諸存在の多様
性を，それらが現れる所まで，その条件まで行くが，しかしそれらの知覚
し得る諸対象と共に留まる。自ら思考するということが意味するのは，知
るということより興味深く，直観すること以上のものではない（cf．　itL　u．・R．
242，p．398　44）一「私は，少なくとも，私の救済を，ただ中間に
［／＞bturphilosophenとNatuPtorscherとの間に］ある直観にのみ見出します」
（1798年6月30日のシラー宛て書簡，HA／B　2，　p．353）45。
　しかしながら，厳密に言って，1810年7月にリーマーに告白するように，
「ただ芸術のみが沈思に訴えかけるのです」（AA　22，　p．597）46　生成
［devir］47の輪郭の直観は，瞬間の固有の賞賛において固定されることを通
44 m訳注］”Denken　ist　interessanter・als　Wissen，　aber　nicht　als　Anschauen．“；「思考は知
　　　識よりも興味深いが、観照ほどではない。」［「箴言と省察」同上書，p．240］
45m訳注］”lch　stehe　gegenwartig　in　ebendem　Fall　mit　den　Naturphilosophen，　die　von　oben
　　　herunter，　und　mit　den　Naturforschem，　die　von　unten　hinauf　leiten　wollen．　Ich
　　　wenigstens　finde　mein　Heil　nur　in　der　Anschauung，　die　in　der　Mitte　steht．“；「私は
　　　現在まさに，自然哲学者たち一彼らは上から下へと［導く］一，および
　　　　自然研究者たち一彼らは下から上方へと導く一に関わっています。私
　　　は少なくとも私の救いをただ直観一それは中間に坐する一のみに見出
　　　　しています。」（拙訳）
46m訳注］。Nur　das　Kunstwerk　regt　die　Betrachtung　auf‘；「芸術作品だけが考察を
　　　励起するのです。」（拙訳）
47 m訳注］Devir（Lat．　devenir）v．int．　Dar－se，　sucedir；vir　a　ser，　tomar－se；transformer－se；
　　　s．m．　o　futuro，　o　porvir［Fernando　J．　da　Silva，　Diciondrio　da　Lingua　Portuguesa，
　　　Editorial　Domingos　Barreira，　Porto］；「（自動）与えられる，続いて生じる；
　　　なる，転換される；（名［男］）未来：ポルトガル語辞典」（拙訳）
　　　Devir（A）s．m．　FILOSOFIA　the　act　ofpassing　from　one　state　to　another（B）v．intr．
　　　to　become；to　turn　out　［DICIONARIO　DE　PORTUGUES－INGLES，　Porto
　　　Editora］
　　　Devir，　v．intr＿Dar－se，　suceder，　acontecer；chcgar，　acabar　por　vir．／／Vir　a　ser，
　　　tornar－se；transformar－se［Jos6　Pedro　Machado，　Grande　Diciondrio　da　Lingua
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じて実現される。ヴォルフガング・シャーデヴァルト（Wolfgang　Schadewalt）
の解釈はまさにこの意味で生じる一「ゲーテが全生涯に亘って理解し行
使したような一大いにギリシャ的に 直観することは，一つの美的な
権能と一つのノエティソクな権能を一つの同じ行為の中で融合すること
だ」（op．　cit．，　p．216）48。
［472］引用され分析された諸テクストからわれわれは，ゲーテの芸
術理論は作品の批判不可能な性格の直観を通じて導かれていることを知っ
ている一芸術作品は自分自身の内に閉じている一っの存在，一っの自立
的な統一性［単位；unidade；unity］で，それはそれを沈思する人から意思を
奪い，その接近の道はただ，それによって指揮されることによってのみ可
能となる。ベンヤミンが正しくも主張するように，初期ロマン主義の芸術
の批判の概念についての著作の中で，ゲーテが常に批判的な作品一それ
　　　Portuguesa，　V．JI，　Publicag6es　Alfa］；「（自動）与えられる，続いて生じる；
　　　　到達する，来て終わるII存在するに至る，なる；転換される」（拙訳）
　　参考：Devir　6　um　conceito　mos6∬co　que　qualinca　a　mudanga　constante，　a　perenidade
　　　de　algo　ou　algu6m．　Surgiu　primeiro　em　Heraclito　e　em　seus　seguidores；odevir　6
　　　exemplificado　pe】as　aguas　de　um　rio，‘‘que　continua　o　mesmo，　a　despeito　de　suas
　　　aguas　continuamente　mudarem．”Devjr　60desejo　de　tomar－se．　Recebe　tamb6m　a
　　　acepgSo　Nietzscheriana　do”torna－te　quem　tu　6s”，　usada　em　um　dos　seus　escritos．
　　　Traduz－se　de　fbrma　mais　literal　a　eterna　mudanga　do　ontem　ser　diferente　do　hoje，
　　　nas　palavras　de　Heraclito：i’O　mesmo　homem　nao　pode　atravessar　o　mesmo　rio，
　　　porque　o　homem　de　ontem　n50　e　o　mesmo　homem，　nem　o　rio　de　ontem　e　o　mesmo
　　　do　hoje”．［http：〃74」25．153．132／search？q＝cache：zBPIIIjEqQoJ：pt・wikipedia・org／
　　　wiki／Devir＋devir＆cd＝35＆hl「ja＆ct＝clnk＆gl「jp；091014］；「Devirは一つの哲
　　　学的な概念で，それは不断の変化，何物かあるいは何者かの永遠性を制限
　　　する。最初にヘラクレイトスおよびその追随者たちにおいて生じた。Devir
　　　は一つの川の水たちによって例示される　　『川は，その水たちが継続的
　　　に変化するにも拘わらず，引き続き同じものに留まる』。Devirは自らな
　　　ることの欲望だ。また，『汝がそうである者になれ』というニーチェ的な
　　　受容（彼の諸著作の一つにおいて用いられている）も得ている。昨日は今日と
　　　は異なるという永遠の変化は，ヘラクレイトスの諸言葉［単語］によって最も
　　　文字通りの形式で訳されている　　『同じ人間が同じ川を越えることはで
　　　きない，と言うのも，昨日の人間は，今日の人間と同じでもなければ，ま
　　　た昨日の川は今日のものと同じでもないからだ』。」（拙訳）
48 m訳注］《Goethes　Begriff　der　Realittit》，Goethe　Studium．　Notur　und　Altertu〃1［「ゲ
　　　　ーテの現実性の概念」『ゲーテー研究　　自然と古代』］，Artemis　Verlag，
　　　ZUrich　und　Stuttgart，1962［原書注番号192］
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はロマン主義者たちの間で大きな高まりを示した（そして彼はただ秘義的
｛esot6rico；下線引用者｝かつ教育的な価値のみを認識するだけだ）一に
っいて示した皮肉な留保は，彼が僅かしか関心を持たなかった諸直観の概
念的な探求を示すところまで行っている（cf．1，1，　p．110）49。実際，われわ
れはゲーテにおいて，彼の諸直観および根本的な諸提示のいかなる真正の
探求も見出さず，総ては起動の［incoactivo；inchoate］，予備的な断片的な状
態に留まっていて，彼が言うことの総ては，一つの曖昧さの領域の中に，
輝くべく，留保されたままであるように見え，あたかも彼の思考する形態
に彼が芸術に固有のものだと彼が言うものを適用するかのようだ　　「芸
術は現実には諸概念を提示せず，それ｛ela＝芸術；原著では《ele》と誤記｝
が提示する様態は一つの抱懐する行為，共通であり特性的であるもの
様式［スタイル；estilo；Stil；style］と呼ばれるもの一を集中する一つの行
為である」（1807年7月8日のリーマーとの対話，AA　22，　p．462）50。
花商岩についてのエセー（1784）でゲーテは，この岩石は「屈辱の諸
瞬間」を被った　　と言うのは，一人のイタリア人博物学者は，エジ
49m訳注］”Er　war　an　der　begrifflichen　AusfUhrung　dieser　Anschauung　nicht　interessiert，
　　　und　noch　in　seiner　spatern　Zeit，　die　hier　vor　allem　in　Betracht　kommt，　hat　er　nicht』
　　　wenige　Kritiken　verfaBt．　Aber　man　wird　in　vielen　unter　ihnen　eine　gewisse
　　　ironische　ZurUckhaltung，　nicht　nur　dem　Werk，　sondern　auch　dem　eignen　Geschaft
　　　gegenUber　finden，　und　jedenfalls　war　die　Absicht　dieser　Kritiken　nur　exoterisch
　　　und　ptidagogisch．“［Walter　Benj　amin，”Die　frUromantische　Kunstthcorie　und
　　　Goethe［「初期ロマン主義的芸術理論とゲーテ」］“，　Malter　Benjamin　Schriften，
　　　1－1，S．110；下線引用者］；「彼はこの直観の概念的実行には関心が無かっ
　　　たが，しかし晩年には　　それが何よりも考慮されるのだが　　少なからぬ
　　　諸批判を草している。しかし人はそれらの中の多くに，一つの一定の皮肉
　　　な留保を，その作品のみならず自身の仕事に対しても，示しているのを見
　　　出すだろうし，いずれにしてもこれらの諸批判の意図は公開的かつ教育的
　　　なものであった。」（拙訳）原著では”extoterisch“を誤って《esot6rico》と引用
　　　している。
50 m訳注］。Die　Kunst　stellt　eigentlich　nicht　Begriffe　dar，　aber　die　Art，　wie　sie　darstellt，　ist
　　　ein　Begreifen，　ein　Zusammenfassen　des　Gemeinsamen　und　Charakteristischen，　das
　　　heiBt・der・Stil．“；「芸術は本来，諸概念を表わさなくて，それが提示する様式
　　　は一つの抱懐，共通のものおよび特徴的のもの　　つまり，様式　　の一つ
　　　の統一化である。」（拙訳）
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プト人たちがそれを（一つの液体の塊から）人工的に作ったのだから
一と述べる。「しかし，この仮説はただちに霧消し，この岩石の威
厳［WUrde］が，多くの旅行家たちの正確な観察を通じて最後に確証さ
れた51。」『色縮』で彼は赤色［vermelho；Rot；red］について言う　　「こ
の色は，その高い威厳に宛てて，われわれはそれをしばしば深紅
［parpura；Purpur；purple］の名でもって指示する…」52「その四肢の完
壁な正確さ」から「最も完全な諸動物の威厳」が導かれる。総ての彫
刻の客観的な原理は，彼によれば，人間の威厳を人間形態の内部で表
出することにある。ラテン語とギリシア語は「それによって，最大の
純粋さをもってわれわれに古代世界の価値と威厳が伝えられた」とこ
ろの言語だ。しかしゲーテはまた『ボヘミア王国の自然の威厳』につ
いても語ることができる一一「その形態はほとんど四角形で，周りを
ほとんど諸山岳で囲まれ，傍にはいかなる過剰なものも示さない…
それは大陸の中の一つの大陸だ」。
　これらの諸節を突き合わせるとわれわれにゲーテの精神世界につい
5t m訳注］”＿und　sie［die　Steinart；der　Granit］muBte　in　unsem　Tagen　erst　einige
　　　　Augenblicke　der　Erniedrigung　du且den，　ehe　sie　sich　zu　dem　Ansehen，　in　dem　sie
　　　　nun　bei　alle皿NaturkUndigem　steht，　emporhob．　Die　ungeheuren　Massen　jener
　　　　Spitzsaulen　und　die　wunderbare　Abwechselung　ihres　Komes　verleitete皿einen
　　　　italienischen　Naturforscher　zu　glauben，　daB　sie　von　den　Agyptiern　durch　Kunst
　　　　aus　einer　flUssigen　Masse　zusammengehauft　seien．／　Aber　diese　Meinung
　　　　verwehte　geschwind，　und　die　WUrde　dieses　Gesteins　wurde　von　vielen　treffl　ich
　　　　beobachtenden　Reisenden　endlich　befestigt．‘‘［，，Ober　den　Granit‘‘，　HA　13，
　　　　S．254］；「この花闘岩は現在ではしばらく軽蔑されていたが、やがて現代の
　　　　全博物学者に認められて名誉を回復した。あの巨大な方尖塔や石目の不思
　　　　議な交代に惑わされたあるイタリアの自然研究者が、それらはエジプト人
　　　　によって人工的に溶けた岩石で積み重ねて造られたのだ、と信じたのであ
　　　　った。／　しかし、この説はたちまち吹き飛ばされ、この岩石の品位は多
　　　　くの観察力にとんだ族行家によって確立された。」［永野藤夫訳「花商岩に
　　　　ついて」『ゲーテ全集14』，pp．239］
52 m訳注］”Wir　haben　diese　Farbe　ihrer　hohen　WUrde　wegen　manchmal　Purpur　genannt，　ob
　　　　wir　gleichwohl　wjssen，　daB　der　Purpur　der　Alten　sich　mehr　nach　der　blauen　Seite
　　　　hinzog．”［”Zur　Farbenlehre“，　HA　13，　S．499］；「われわれはこの色彩を、その
　　　　高い品位のゆえに、しばしば深紅色と呼んできた。もっとも、われわれの
　　　　知る限り、古代人の深紅色はどちらかといえば青色の側に引き寄せられて
　　　　いた。」［木村直司訳「色彩論」『ゲーテ全集14』p．447コ；「古代人の言う真
　　　　紅が青の側［紫色］に近いものであったことはよ’く承知しているが、［それ
　　　　とは異なる］純粋な赤に、それが有する高貴な威厳のために、私はしばし
　　　　ば真紅の名をあたえてきた。」［『色彩論　1教示篇・論争篇』，同上，p．286］
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ての一つの深い展望が与えられる一一それはいま一つの学識ある探
求によってわれわれに与えられ得るだろうよりももっとよく。岩石，
色彩，動物，人間，歴史，地理一一総ては同じ光り輝く展望と共に把
束される。総ての領域で最も高められなければならないものは同じ言
葉［単語］と共に指示することができる。誰も彼の前にはそれをしなか
ったし，彼の後にもそれをしない。ゲーテの展望は自然の，および精
神の〈全体〉を包括する。そして，そのビジョンを諸言葉［単語］に還元
するとき，沈思されたものについての明快さを撒き散らす。普遍的な
ものは，その精神の中に自らを反射するとき，一つの輝かしい転態を
被り，浄化され昇華されてあり続ける。（…）花商岩の「尊厳」につ
いて書かれたものを読むとき，言葉［単語］はわれわれの内的な聴覚を
一つの個別的な木片で傷付けた。それは一つの孤立化され非決定的な
木片であった。しかしながら，それに続く諸実例の各々において，新
たな諸反響が増大したが，それらは最初の反響を調和をもって完成さ
せたのだった。かくて，より完全で豊かな一つの調和が生まれた。そ
して，この調和はわれわれに調性［tonalidade；tonality］を与えるが，一
つの調性は精神の一つの鍵だ53。
53m原書注番号473］Ernst　Robert　Curtius，《Goethe：GrundzUge　seiner　Welt［「ゲーテ
　　ー一その世界の基本的諸特徴」］》in　Kritische　E∬ays　zur　europa－ischen
　　Literatorr［『ヨーロッパ文学へ向けた批判的諸エセー』］，　Francke　Verlag，　Bern，
　　1950，　pp．　70－71．
　　［訳注］「花陶岩に関する論文（一七八四年）の中で、ゲーテは、この岩石が『品
　　　位を定められて暫しの問』耐えていなくてはならなかった、と述べている。
　　　これはあるイタリアの自然科学者が、この石はエジプト人の手で大量の液
　　　体から人工的に造り出されたものである、という説を唱えたからであった。
　　　　『だが、この説はあっという間に消え失せた。そしてこの岩石の尊厳は、
　　　卓れた観察力を備えた数多くの旅行者たちのおかげで、ついに揺るぎない
　　　ものとなったのである。』『色彩論』では、赤色についてこういっている。『こ
　　　の色は、その気高い尊厳のために、時には緋色と呼ばれてきた……』
　　　また、『四肢の完全な明確性』から『もっとも完壁な動物の尊厳』を導き出
　　　　している。あらゆる彫塑の主要目的は、『人間の尊厳が人間の形姿内部に表
　　　現されること』であると、彼は考える。ラテン語とギリシア語は、『太古の
　　　世界の価値と尊厳が、もっとも純粋なかたちで今に至るまで伝えられてい
　　　る』言語である。その上ゲーテは、『ボヘミア王国の自然の尊厳』に関して
　　　も、こう語ることができる。『そのほとんど方形に近い空間は、周囲を山々
　　　に閉ざされて、どこにも分岐して行くことがない……大陸の只中の大陸。』
　　　　このような文章を並べてみれば、少なからぬ学術研究が授けてくれる以上
　　　に深い眼ざしを、ゲーテの精神世界の内へ向けられるだろう。石、色彩、
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このクルツィウスのテクストは一一これは一つの要約で置き換えるの
は容易にはできないだろうが一一われわれに，その欠如を彼が嘆いたもの
の貴重な前兆を与える一一それはゲーテの言語（ランガージュ）について
の一つの研究だ。これは，彼には不可能だとは思われない任務だった。そ
の諸言葉［単語］によれば，必要な感受性を持った一人の研究者はゲーテの
精神世界を，その言語（ランガージュ）の諸素材をもって再興することが
できるであろう 「あたかも古い石棺が，その散乱した諸破片を再構成
されるように」54。職漉［威厳］の言葉［単語］を通じて岩石と色彩が，岩石
と動物，岩石と人間，色彩と歴史，動物と地理的広がりが，こうして先々
へと再合一される。各々は他の各々の類比物［oanalogo；the　analogue］にな
る，一自分を多面的な，多放射的な一つのイメージとして見出す一つの
言葉［単語］を通じて。各々の存在，各々の経験，各々の王国において，類
比の原理が実現される　　一っの顕著な，断片的な，豊富な様態を通じて，
諸様相の一つのGeschichte［歴史］を通じて（これらの諸様相は互いの中に
反映され，互いの中で完成される一諸言葉〔単語］の中に守られた固有の
諸秘密を提示させつっ，それらを同じだけの数の他の《Wiederholte
動物、人間、歴史、地勢一切が、等しい慧眼に捉えられている。ありとあ
らゆる領域の至高の存在が、同じ単語で表わされている。彼以前にこのよ
うなことを成し遂げた者はびとりもいなかった。そして彼のあとにも誰も
いない。ゲーテの限ざしは、自然と精神の万象を残らず捉えている。彼は
自分の直観を言葉にするとき、観たものの表面を荘重な明るさで広く覆っ
てやる。彼が世界を彼の精神に映し出すと、世界は変容に与る。世界は浄
められ、高められる。（…）正しく筋道立てて考えられれば、粉々になっ
た石片を継ぎ合わせて古代の石棺が再現されたように、ゲーテの精神世界
を彼の言葉から構築することもできるかもしれない。／花商岩の《尊厳》
　　　について読んだとき、この語はすでに独得の響きで、私たちの心の琴線に
　　　触れたのである。もちろんその響きは、まだ間遠く、定かではなかった。
　　　しかし、続くどの例にも新しい響きがあって、最初の響きと調和しつつ、
　　　これを補ってくれたのだった。こうして、ひとつの完全で豊かな和音が生
　　　れてきた。だが和音には調が与えられている。そして調が精神の鍵なのだ。」
　　　［E．R．クルツィウス「ゲーテーその世界の根本特徴」『ヨーロッパ文学
　　　評論集』，川村二郎他訳，みすず書房，pp．61－62］
54m訳注］前注，下線部。
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Sp｛egelungen［繰り返された諸反射］》［cf．　HA　12，　pp．322－323］55として数え
させっつ）。一つの存在を規定する言葉［単語］は，他の諸存在との関係にお
いて，自分の同等物を示しつつ，それに合一しつつ行き，諸反響の間の諸
移行を明るみに出しつつ行く一一つの調和を形成しつつ一その調性
を顕示しつつ。そして，調性は精神の一つの鍵である，すなわち，一つの
思考の音楽性に，その内属を通じて，一っの決定の運動が属するが，それ
はSentimentalitdit［感傷性］への回帰の一つの形態なのだ。
　「Rot［（独）赤］は赤色の諸色合いの各々の上に憩う一匹の蝶だ」（VI，
p．607）56　ベンヤミンのこれらの諸言葉［単語］は，ゲーテについて考慮
して書かれたものではなく，諸薬剤の諸効果について書くことを意図した
ものだったが，しかし，クルツィウスのテクストに対する最も完壁なコメ
ントを構成する一職r4ε［威厳］の言葉［単語］はその諸適用の各々の一っ
において自らを表出していく一つの特性である。そしてその語のように，
他の多くの諸言葉［単語］もそうだ　　Objektive［客観的なもの］，
ungeheurelr［恐ろしい］およびUngeheu’elre［恐ろしいもの］・ノδ㎡θrη［要求
する］，finden［見出す］，傍c加∫［最高の］，　Unzuldingliche［到達不可能なもの］，
55 m訳注］”Bedenkt　man　nun，　daB　wiederholte　sittliche　Spiegelungen　das　Vergangene　nicht
　　　allein　lcbendig　erhalten，　sondern　sogar　zu　einem　h6heren　Leben　emporsteigern，　so
　　　wird　man　der　entoptischen　Erscheinungen　gedenken，　welche　gleichfalls　von
　　　Spi・g・l　zu　Spi・g・1・i・ht・tw・v・・bl・i・hen，・・nd・m・i・h　erst・echt・nt・U・d・n…d
　　　man　wird　ein　Symbol　gewinnen　dessen，　was　in　der　Geschichte　der　KUnste　und
　　　Wissenschaften，　der　Kirche，　auch　wohl　der　politischen　Welt　sich　mehrmals
　　　wiederholt　hat　und　noch　taglich　wiederholt．“［S。323］；「さて人はこう考える
　　　一すなわち，繰り返される人倫的諸反射は過ぎ去ったものを単に生き生
　　　きと保つだけでなく，一っのより高い生へと高めさえして，その結果，人
　　　は内視的な諸現象を記憶するようになるが，それらの現象は謂わば鏡から
　　　鏡へと何か青ざめていくのではなくて，初めて点火されるのであり，人は
　　　一つの象徴を獲得するだろう一その象徴とは，諸芸術と諸科学において，
　　　教会において，また政治的世界においてさえ多数回，繰り返され，さらに
　　　日々，繰り返されるものの象徴だ。」（拙訳）
56 m訳注］》Rot　c’est　comme　un　papillon　qui　va　se　poser　sur　chacune　des　nuances　de　la
　　　couleur　rouge．《［”Protokolle　zur　Drogenversuch［「麻薬研究諸記録」］“，　Malter
　　　Beη1a〃iin　Schriften，　V【，　S．607；「Rotは，赤色の各々の色合いの上に憩おうと
　　　する一匹の蝶のようだ。」（拙訳）
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Cfrphdinomen［原現象］。同一の言葉［単語］の，異なった諸現実への適用，異
なった諸枠組みおよび諸状況における適用は，一っの音楽的な変奏のよう
に，われわれの把握を同時に広げ，拡張し，集中する一その照応を解明
するために。異なった諸領域において反復されて，同一の言葉［単語］が相
関物［correlato；correlate，　correlative］の価値を獲得し，花闇岩のWdirde［威厳］
は赤色の，あるいは人間存在の物r詫理解の一つの要因になり，言葉［単語］
は象徴に転換され，それ自体が，ゲーテにおいては常に完成を求める一つ
の過程の　　概念化の　　Aperρu［洞察］となる。このようにその用語法を
考慮すべきであり，われわれは一つの美しい実例　　他ならぬゲーテ自身
によって緩慢に，執拗に仕上げられた，Urphdi’nomen［原現象］の遅れた固定
化における例一を持っているが，それはあたかもその諸影　　それらは
不可視のままその形成に向かって共流れする（オイゲン・フィンクの区別に
よれば）　が可視に転換されるかのようだ　　分散して，相互に自己表明
し想起しつつ，ますます一つのeidos［形相］に向けて，一つの様相に向けて，
最終的には一つの概念化で，そこではあらゆる瞬間に象徴的な手続きは目
に見えており，これは智慧のゲーテ的な形態だ57。
57 m原書注番号343］T．S．エリオットの諸言葉［単語］がここでわれわれの案内とし
　て役立とう一「智慧は直観に内属する一つの恵みで，経験によって熟され仕上
　げられ，それは諸事物の本性を理解することに向かう　　確実に生きた諸事物の
　理解に，さらに確実に人間の理解に。ある人々においては，それは不規則にない
　し時折人生の間に一度，ただ一つの幸福なないし恐ろしい経験の突発において現
れることができる　　だが，ゲーテのような一人の人においては恒常的で，確固
　とし，静詮であったようだ。しかしながら，賢い人は，一方では，単に世俗的に
賢い人とは対照的に，他方では，諸々の高みと深淵の一つの強いビジョンを持つ
人とは対照的に，その智慧が霊的な諸源泉から湧き出す人であり，理解に達する
ために経験から利益を得る人，気質，性格，情況の完全な多様性における人間諸
存在の理解から生じる心遣いを獲得した人である。この種の人間たちは最も多様
な信念を抱き，われわれが嫌悪すべきだと考える立場さえとりかねない。しかし，
彼らを理解しようと試みることは，われわれ自身の智慧の追求の一部をなすの
だ。」《Goethe　as　the　Sage［「賢人としてのゲーテ」］》（An　address　delivered　at　Hamburg
University　on　the　occasion　of　the　award　of　the　Hanseatic　Goethe　Prize　fbr　l954，　in　May
l955），　On　Poetry　and　1）oets，　Penguin　Books，　London，　Boston，19796＊．
＊［訳注］“Wisdom　is　a　native　gift　of　intuition，　ripened　and　given　application　by
　　experience，　for　understanding　the　nature　of　things，　certainly　of　living　things，　most
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私に対して認めなければならないだろうが，あらゆる自然の諸事物
は一つの厳密な結合の中にあり，探求する精神は，到達し得るもの
から除外されることができないのだ。私自身に対して羨むこともで
きないのは，私一人間の諸意向の諸変化と，自分および他の人々
におけるその急速な諸結果に悩み，いまも悩んでいるこの私　　に
対して，偉大な自然とのあの沈黙した，孤独な近接さがもたらす静
誼さ（それは騒音も無く自己表出する）であり，これを幾らかでも知
覚した者は，私の後に従われたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　Goethe，　Uber　den　Granit58．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［完］
（ながお・しろう　経営学部教授）
　　certainly　ofthe　human　heart」n　some　men　it　may　appear　fitfully　and　occasionally，　or
　　once　in　a　lifetime，　in　the　rapture　of　a　single　experience　beatific　or　awful：in　a　man
　　like　Goethe　it　appears　to　have　been　constant，　steady　and　serene．　But　the　wise　man，　in
　　contrast　to　the　merely　worldly－wise　on　the　one　hand，　and　the　man　of　some　intense
　　vision　of　the　heights　or　the　depths　on　the　other，　is　one　whose　wi＄dom　springs　from
　　spiritual　sources，　who　has　profited　by　experience　to　arrive　at　understanding，　and　who
　　has　acquired　the　charity　that　comes　fro　rn　understanding　human　beings　in　all　their
　　variety　of　temperament，　character　and　circumstance．　Such　men　hold　the　most　diverse
　　beliefs；they　may　even　hold　some　tenets　which　we　find　abhorrent；but　it　is　part　of　our
　　own　pursuit　of　wisdom，　to　try　to　understand　them．”［First　Noonday　Paperbound　Ed．，
　　1961，pp，257－8］
58 m訳注］”Denn　man　wird　mir　gerne　zugeben，　daB　alle　nat血rlichen　Dinge　in　einem
　　　　genauen　Zusammenhange　stehen，　daB　der　fbrschende　Geist　sich　nicht　eme　von
　　　　etwas　Erreichbarem　ausschlieBen　laBt．　Ja　man　g6nne　mir，　der　ich　durch　die
　　　　Abwechselungen　der　menschlichen　Gesinnungen，　durch　die　schnelle　Bewegungen
　　　　derselben　in　mir　selbst　und　in　andern　manches　gelitten　habe　und　leide，　die
　　　　erhabene　Ruhe，　die　jene　einsame　stumme　Nahe　der　groBen，1？ise　sprechenden
　　　　Natur　gewahrt，　und　wer　davon　eine　Ahndung　hat，　fo　lge　min‘‘［，，Uber　den　Granit“，
　　　　HIA　13，　S．255；下線引用者］；「なぜなら、自然物はすべて密接に関係してい
　　　　て、研究心はなんとかなる対象をのがしたくない｛？｝のだといっても認めて
　　　　もらえるだろう。じつに、わたしは意向の変化、その急な動揺によって、
　　　　自分自身や他人のことでいろいろ悩んだし、現に悩んでもいるが、こんな
　　　　わたしに、身近に偉大な自然が孤独に沈黙をもってささやきかけるために
　　　　生じる崇高な安らぎを恵んでほしいし、それを予感する人はわたしに従っ
　　　　てほしい。」［「花崩岩について」，同上書，p．　240；下線・疑問符引用者］．；
　　　　「研究する精神は，何か到達し得るものから自分を除外させることを潔し
としない」（’拙訳）
